
に
か
け
て
豪
雨
が
再
び
県
内
を
襲
っ
た
。前
回

の
大
洪
水
か
ら
３
年
。再
度
の
災
害
に
、い
ま

だ
復
興
途
中
に
あ
っ
た
県
民
は
心
身
と
も
に

疲
弊
し
、山
梨
県
の
財
政
は
困
窮
を
極
め
た
。

　
１
９
１
１（
明
治
44
）年
３
月
、窮
状
を
知
っ

た
明
治
天
皇
の
特
別
な
御
沙
汰
に
よ
り
、県
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塚
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定
右
衛
門
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1948

大
洪
水
で
被
害
を
受
け
た
山
梨
を
復
興
支
援

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

32
ひ 

ら

　
塚
本
定
右
衛
門
は
、１
８
６
１（
文
久
元
）

年
、近
江
国
神
崎
郡
川
並
村（
現・滋
賀
県
東

近
江
市
）の
商
人
、塚
本
定
次（
二
代
目・定
右

衛
門
）の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。幼
名
は
定

次
郎（
後
、定
治
）。定
右
衛
門
は
当
主
の
名

跡
で
あ
る
。

　
定
右
衛
門
の
祖
父・久
蔵（
初
代・定
右
衛

門
）は
、「
善
行
を
し
、家
業
に
励
め
、家
を
興

す
こ
と
が
親
孝
行
の
第
一
だ
」と
い
う
先
代
の

遺
言
を
胸
に
、19
歳
の
時
に
五
両
の
金
を
元

手
に
行
商
に
出
た
。こ
の
頃
の
近
江
商
人
は

麻
織
物
や
編
み
笠
な
ど
を
地
方
に
売
り
歩

き
、生
糸
や
紅
花
な
ど
、め
ぼ
し
い
商
品
を
仕

入
れ
京
都
に
持
ち
帰
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

活
動
し
て
い
た
。久
蔵
も
、麻
織
物
や
当
時
流

行
し
た「
小
町
紅
」を
仕
入
れ
て
売
り
歩
い
た

と
こ
ろ
、甲
府
で
紅
が
よ
く
売
れ
た
こ
と
か

ら
、１
８
１
２（
文
化
９
）年
、甲
府・柳
町
に
小

間
物
商「
紅
屋
」を
創
業
し
た
。１
８
３
９（
天

保
10
）年
に
は
京
都
に
店
を
出
し
、取
り
扱
う

品
も
京
呉
服
へ
と
拡
大
し
た
。さ
ら
に
、定
右

衛
門
の
父・定
次
の
代
に
な
る
と
、東
京・日
本

橋
に
本
店
を
開
設
す
る
な
ど
、「
紅
屋
」は
飛

躍
的
に
発
展
し
て
いっ
た
。定
右
衛
門
も
父

や
叔
父
と
共
に
家
業
の
拡
大
に
い
そ
し
み
、

１
８
８
６（
明
治
19
）年
、26
歳
で
家
督
を
継

ぐ
と
、持
ち
前
の
商
才
と
先
見
の
明
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
い
っ
た
。そ
の
後
、１
８
８
９

（
明
治
22
）年
に
有
限
会
社
塚
本
商
社
を
設

立
、１
８
９
３（
明
治
26
）年
に
は
塚
本
合
名

会
社
に
改
組
す
る
な
ど
、「
塚
本
」の
社
業
の

礎
を
固
め
て
い
っ
た
。

　
一
方
で
、塚
本
家
は
社
会
貢
献
に
も
積
極

的
だ
っ
た
。と
り
わ
け
父・定
次
は
熱
心
で
、

滋
賀
県
の
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
費

や
道
路
改
修
費
を
度
々
寄
付
し
た
。ま
た
、

治
山
治
水
に
も
理
解
が
深
く
、荒
廃
し
た

山
々
を
憂
い
、13
年
間
に
わ
た
り
植
林
費
を

寄
付
し
続
け
た
。そ
う
し
た
父
の
影
響
を
色

濃
く
受
け
て
育
っ
た
定
右
衛
門
に
も
ま
た
、

遺
訓「
我
家
の
財
産
は
天
に
委
託
す
べ
し
」の

精
神
が
着
実
に
受
け
継
が
れ
て
いっ
た
。

　
１
９
０
７（
明
治
40
）年
、山
梨
県
内
は
未

曽
有
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。８
月
22
日
の

早
朝
か
ら
約
１
週
間
断
続
的
に
降
り
続
い
た

結
果
、県
内
各
地
で
大
洪
水
が
発
生
。人
、家

畜
、田
畑
、家
屋
、橋
、あ
ら
ゆ
る
も
の
が
流
さ

れ
、壊
さ
れ
た
。中
で
も
悲
惨
を
極
め
た
の
は

峡
東
地
方
で
、河
川
が
氾
濫
し
、汚
泥
が
鉄

砲
水
と
な
って
町
や
人
を
飲
み
込
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

１
９
１
０（
明
治
43
）年
、８
月
６
日
か
ら
11
日

内
の
森
林
面
積
の
約
半
分
に
相
当
す
る
御

料
地
が
恩
賜
林
と
し
て
御
下
賜
さ
れ
た
。

　
小
間
物
商「
紅
屋
」創
業
の
地
、山
梨
の
復

興
の
た
め
、先
の
水
害
で
も
見
舞
金
を
寄
付

し
た
定
右
衛
門
で
あ
っ
た
が
、恩
賜
林
御
下

賜
の
報
に
感
激
し
、同
年
８
月
、治
山
治
水
の

た
め
の
植
林
事
業
に
莫
大
な
寄
付
を
し
た
。

　
山
梨
県
は
、こ
れ
を
も
と
に
、と
り
わ
け
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
笛
吹
川
の
上
流
に

位
置
す
る
恩
賜
林
に
ヒ
ノ
キ
、ス
ギ
、カ
ラ
マ
ツ

の
良
苗
を
３
年
間
に
わ
た
っ
て
植
林
し
た
。そ

の
後
、そ
の
地
は
定
右
衛
門
の
功
績
を
た
た

え「
塚
本
山
」と
命
名
さ
れ
、今
も
、ヒ
ノ
キ
や

ス
ギ
が
豊
か
に
茂
り
、人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
る
。

　
１
９
２
２（
大
正
11
）年
、定
右
衛
門
は
、創

業
地
で
あ
る
甲
府・柳
町
の
紅
屋
の
土
地
建

物
を
、図
書
館
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
と
甲
府

市
に
寄
贈
し
、１
９
４
８（
昭
和
23
）年
、88
歳

で
生
涯
を
閉
じ
た
。

さ
だ 

え   

も  

ん

べ
に 

や

ば
く
だ
い

近
江
の
豪
商「
塚
本
家
」に
生
ま
れ

遺
訓「
我
家
の
財
産
は
天
に
委
託
す
べ
し
」の
精
神
の
下

社
会
事
業
に
尽
力
し
た
三
代
目
・
塚
本
定
右
衛
門
。

明
治
期
の
度
重
な
る
水
害
で
困
窮
し
た

創
業
の
地
、山
梨
の
治
山
治
水
事
業
を
後
押
し
し
た
。

「紅屋」創業当時、店頭に掲げられていた
「小町紅」の看板（聚心庵蔵）

創業の地、甲州を大切にするよう記載されている「塚本家々法」（聚心庵蔵）

（（株）ツカモトコーポレーション資料館「聚心庵」提供）

近
江
商
人
の
理
念
を

体
現
す
る「
塚
本
家
」

相
次
ぐ
水
害
に
見
舞
わ
れ
た

塚
本
家
創
業
の
地
、山
梨
に
寄
付
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